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考察 ｢絵画製作｣ 3
- しなやかな造形活動を求めて-
佐 藤 五 十 五
(前号に続く)
13 ほ じく (弾 く)
｢ほじく｣という身体動作は,かつては ｢おはじき｣という玩具の遊びの中に象徴的に繰
り返されてきた｡貝がらやガラス玉等を指先でほじいて,当てて取ったり,陣取りをしたり
する古くからの遊びである｡｢御弾｣という言葉は, その身体動作を取り上げて,通用させ
たものであろう｡人差指の爪先を親指の腹などに当てて,はねかえらせて他の物を打って,
その物を移動させることに代表的な意味がある｡これは,指先の身体機能に関する動作で,
親指の腹に当てて人差指を擁めることができなくては,｢ほじく｣という力が生れない｡人
差指ばかりでなく指を代えて,どの指でも ｢ほじく｣力が生れたら,ほじく物を どの方 向
に,どこまでと力のコントロールが必要になってくる｡いつでも力まかせに ｢ほじく｣ばか
りでは,ゲームにならない｡また,はじき方によって差が生じる所に,繰り返される身体動
作の意味があろう｡
oおはじきをほじく｡
oビー玉をほじく｡
Oどんく･りをほじく｡
o棒で小石をほじく｡
o鉛筆を立ててほじく｡
o水をほじく｡
｡筆の絵の具をほじく｡
おはじき (御弾)というガラスでできた薄い網目のある玩具から ｢ほじく｣物を変えてい
くと,当然のことながら,ほじき方に変化が生じよう｡ビー玉のほじき方は,おはじきのは
じき方とは少し違う｡(前出 7. ころがす の項参照)また,ほじくという動作は手先の
小さな動作から,全身を使っての大きな動作も可能である｡それは屋外で小石をほ じいた
り,落葉をほじいたりという活動の中に見ることができるであろう｡棒の先を地面 につけ
て,辛,腕,あるいは上半身をかけて擁めることによって,小石をより遠くへ,ほじく力が
生れる｡ほじかれて飛んで行くものの飛び方,転がり方,舞い方,あるいは飛ぶ距離等によ
って,はじき方の工夫を兄い出すことになろう｡一つの工夫は一回の試技で終る ことはな
い｡また5回,10回,15回と繰 り返されることによって,この動作の身体化が実現 され よ
う｡屋外で棒切れを持って,なにげなく落葉をはじきとばしたり,小石をほじきとばしたり
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という動作は,所在なく,淋しげな孤立した幼児の動作に見受けられる｡しかし,ほじかれ
て転がっていく小石の動きや,ほじかれて舞い上 りヒラリと落ちる枯葉の動きに心を奪われ
て,何回も何回も繰 り返すことの中で一つの精神的な平衡が保たれるのではなかろうかD
棒でほじく活動と大変似た活動としてほ,机上に拡げた紙の上に鉛筆を人差指で真直ぐに
立てて,力を加えながら,少し斜めにすると鉛筆はほじかれたように倒れて飛ぶ｡その時,
鉛筆の先は勢いのある短い直線を紙面に残す｡繰 り返しを捉しゲームを継続させていくもの
のひとつに,この紙面に残された線がある｡ひとつの動作が新しい変化を生み,一つの痕跡
を残すことになれば,その痕跡に日を向けることによって,新たな取 り組みとして動作を繰
り返すことができるであろう｡ビー玉をほじいた り,どんく､･りをほじいた りすることで,こ
うした痕跡を残すことができないであろうか｡例えば,やや濃い目に溶いた絵の具の中にビ
ー玉を入れ赤や責や青のビー玉を広く拡げた模造紙の上に置いて,四方からは じき合 う｡
｢このどんぐりに絵の具をつけて紙の上ではじいたらどうなるかな｣ということで楽 しく取
り組めるであろう｡どの色を用意し,どんな色とどんな色を同じ紙面に使わせるかが保育者
の留意点となろう｡
また,指先で水を ｢ほじく｣というプールや風呂の中での動作も,結果の残る方法と結び
つけることができるであろう｡指先に絵の具をつけて,軽く｢ほじく｣だけで,小さな色の
飛沫が飛び散る｡紙を拡げ,あるいは立てかけて,小さな容器に溶いた絵の具を人差指につ
けて,ピンピンと ｢ほじく｣｡画用紙が濡れていれば,小さな飛沫は,落ちたとたんに潜み
ながら拡がるであろう｡また,硬い筆や歯ブラシに溶いた絵の具をつけて指先でほじいてや
ると,絵の具が霧状に紙面に落ちる｡紙の上に物を置いたり,形を切った紙片を置いたり,
色の組み合わせを工夫してやるのもよいであろう｡こうした幼児の活動で留意すべき点は,
どれくらい繰 り返す活動になるかという点である｡それには,紙面に現われた色や点や筋等
を色々なものに見たてることやそこから一枚の紙面をつなげていくことで,道になったり,
砂浜になった り,空になったりと発想を拡げると繰 り返し活動が展開しそうである｡また,
それに付随して必要なものの製作-と発展しそうである｡一人で何枚もの紙を要求し,更に
｢先生,またあしたもやろうよ｣という幼児の反応が兄い出せたら,この活動の意味が出て
きたことになろう｡
o糸をピーンとはってほじく｡
oゴムをひっぼってほじく｡
o櫛の歯をほじく｡
o針金をほじく｡
弾くことによって起る結果には,物の移動のはかに,音の発生がある｡ピアノを弾く,辛
ターを弾くと,｢弾｣の字を用いて,その演奏を表わす程である｡弦楽器,特にギターやマ
ソドリンは指先や爪で ｢ほじく｣ことなしには,演奏にならないO弦をほじくことをつまび
く (爪弾く)ともいう｡琴や三味線も ｢ばち｣で ｢ほじく｣ことによって演奏が可能である
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といえる｡糸やゴムを強く張って ｢ほじく｣｡糸やゴムは,激しく振動してかすかな音を出
す｡音は同じだろうか,どのように達うだろう｡もっと大きな音にすることはできないだろ
うか｡ほかに,ほじいて音の出るものは何があるかな｡櫛の歯を ｢ほじく｣のは,ちょっと
したいたずらだ｡お母さんに見つかればきっと大目玉であろう｡しかし,櫛の一本一本の歯
の振動とその昔は,他には見つからない貴重な音だ｡｢ほじく｣という指先の動作と物との
かかわり合いは,そのかかわ り方によって生ずる結果の捉え方によって,絵画製作の分野の
色遊びになったり,自然の分野の不思議さとの出合いになったり,また音楽リズムの分野の
楽しい楽器遊びや音集めにも展開しよう｡
14 たた く (叩 く)･うつ (打つ)
｢たたく｣と ｢うつ｣は共通した動作を表わすことが多く,二つの吉葉を入れ替えても全
く差しつかえないこともあるようである｡｢手をたたく｣という動作は ｢手をうつ｣と言 い
替えても違いはない｡勿論,｢手をうつ｣という言葉には,物事のきまりがついたことを表
現する特徴的な意味がある｡しかし,それも物事のきまりがついて,それを祝って手を ｢た
たく｣ことからの転用であろうから動作としては重なるわけである｡一般的に ｢うつ｣は物
と物とを強く当てたり,たたいたりして,ある物を安定させたり,固定させることに主な意
味があるが,かなり派生的な意味も多く持っている｡しかし,それも ｢たたく｣という動作
を語源にしての意味付けであると思われる使い方が多い｡それに対して ｢たたく｣は,端的
に動作そのものを表現している言葉であるとも言える｡語源は,｢たたく｣時の音 ｢たた｣
の動詞化と言われているように,単に物と物とが強く当たるばかりでなく,それが何度も繰
り返し,あるいは続くような場合や,音を伴うことに ｢たたく｣動作の語源がある と言 え
る｡
o手でお母さんの頬っぺをたたく｡
o握 りこぶLで机をたたく｡
o手のひらで障子をたたく｡
0両方の手をたたく｡
o紙筒で机をたたく｡
｡お箸で茶碗をたたく｡
｢たたく｣という動作は,乳幼児期に於いても,ごく早く表われる動作で,最初は勿論,
目的を持たない無意味な身体の動きそのものである｡喜びの身体表現としての手の動きが強
く物に触れることによって始まると言えよう｡しかし,そうした偶発的な手の動きを通して
序々に物を知 り,肩から上腕,肘,手首とそれぞれの機能分化を得て,手と手をうち合わせ
たり,玩具を持った手で物を ｢たたく｣という動作に発展すると言えよう｡こうした一連の
動作は,幼児の認知活動には欠かせないもののひとつであり,飽くことのない繰 り返しのな
かに成長,発達があると言えよう｡
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oカスタネットをたたく｡
｡太鼓をたたく｡
oコップに水を入れて棒でたたく｡
o拍子木をたたく｡
｢たたく｣ことで音が出て,その昔によって,更に繰 り返しを捉がされる動作は,この動
作の語源に通ずると言えよう｡物には,それぞれ個有の音がある｡硬い音,柔らかい音,響
く音,軽い音,重い音,澄んだ音,濁った音,等｡こうした音は,箸や棒や石や色々な物を
道具として持ってたたいた り,素手の掌の平でたたいた り,指先でたたいた り等,その物に
よる適当なたたき方によって,個有の音になっていると言える｡こうした音の違いは,自ら
直接,その昔を出してみないとわからない｡また,そのわか り方も耳からだけの音 で はな
く,たたいた時に手に響く,その感触を通して聞こえる音でなくては,音を通しての ｢物｣
理解につながらない｡物の音という点では,この ｢たたく｣動作は,まだ認知活動の域を出
ていない｡しかし,たたけば,その衝撃として瞬間的に出る音と ｢どうしたら,いい音にな
るかな｣という働きかけの中で幼児の工夫して出した音では,身体機能のかかわ り方が違 う
筈である｡認知活動としての ｢物｣理解の範囲を越えて,意図的で目的意識の明確な動作を
伴った活動であると言えよう｡ それは物の音から楽器としての音-の転換点である｡｢たた
く｣楽器,打楽器は,まさにこの ｢たたく｣ことの動作の究極を求める物でもある｡
o握 りこぶLで粘土をたたく｡
oスコップで砂の山をたたく｡
｡金槌で釘をうつ｡
o石で木の実をたたく｡
o花壇に杭をうつ｡
oバットでボールをうつ｡
oふとんたたきでふとんをたたく｡
oクレヨンで点をうつ｡
粘土を ｢たたく｣ことは,その昔のためではなく,たたいて平らにするためで,握 りこぶ
Lで強くたたいた り,手の平を使って軽くたたいた り,どれくらい目的に合わせて平らにす
ることができるか,そのことにのみ集中した動作と言える.手をスコップに替えて,道具を
使って砂をたたく｡これもたたいて,どのような形に変えたいのか明確な意図がある｡金槌
で釘を ｢うつ｣のは,なかなか難かしいが,はじめは厚い発泡スチロールなどに軽い木槌で
やればよい｡ここにも釘を打ち込むと言 う明確な目的が必要だ｡しかし,この目的は,あく
までも ｢たたく｣ための目的であり釘を打って,ロボットを作るという目的ではない｡つま
り,ロボット作 りや舟作 りは,その過程の一部に釘 うちという動作があるに過ぎないOそう
ではなくて,始めから終 りまで釘 うちを続けた り,繰 り返す活動を兄い出すことが動作の身
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体化に通ずるといえよう｡ロボットなら釘ロボットで,手も足も目も口もアンテナも釘をう
って,できるだけたくさんの釘をうって,ロボットを作るという活動として成 り立たせたい
ものである｡こうした動作が目的通 りに実現されるた糾こは,例えば,道具がしっか り握れ
た り,しなやかに手首や肘が機能したり, あるいは,｢たたく｣目標をしっか り見据えるこ
とができたり,適当な力を込めた り抜いたり,視覚との脇応や身体全体の対応ができなくて
はなるまい｡逆に言えば,こうした対応やしなやかさは,目的や明確な意図 を持った ｢た
たく｣という動作を,その目的に少しでも近づくように繰 り返すことによって獲得されると
言えないであろうか｡
15 ひっぼる (引っ張 る)
対象を手もとに近づけようと力を加える動作を ｢ひく｣と呼ぶが,｢ひっぼる｣は普通 の
状態とは違って,その事が一段と顕著な様を表現していよう｡また,語源 ｢ひきはる｣には
｢無理に連れていく｣や ｢たるみのないように強く引いて張る｣や ｢強い意志を持つ｣等の
語意があり,｢はる｣という言葉の持つ意味を示していようO身体のかかわ りは手を中心に
して,｢指先でつまんでひっぼる｣｢指にからげてひっぼる｣｢手でつかんでひっぼる｣｢足を
ふんばって全身の力でひっぼる｣と,身体機能の成長 ･発達に伴って,身体各部へと広がり
を持っていく｡また,総じて,細くて長いものがひっぼる対象となるのは,長いひも状の形
態がひっぼられてのびて長くなった形態と疑似していることによるものであろう｡
oお母さんの手をひっぼる｡
o洋服をひっぼる｡
o髪の毛をひっはるO
｡ティッシュベーパ-をひっぼ り出す｡
｢ひっぼる｣という動作は,手の磯能としての ｢つまむ｣｢にぎる｣｢つかむ｣という持つ
動作と一体のもので,こうした手の機能の働きとして現われると言えよう｡つまり幼児が物
を手にすることは,それを手近に引き寄せる意図があってはじまると言えるからである｡物
をつかんで,引き寄せようという時にそれが固定されていたり,その片方や一部が動かない
時に,この引っはるという状態が生れると言えよう｡乳児がおっぱいを飲みながら,お母さ
んの髪の毛をひっぼる動作は,無意識的に振って動かす手に加えられた抵抗感で,振る力や
つかむ力への刺激となろう｡｢ひっぼる｣動作は,常に, そうした抵抗感を伴っての身体活
動で,その抵抗感を打ち破った時に,ひっぼった成果が兄い出されるとも言える｡こうした
繰 り返しの中で,｢ひっはる｣ことの意味とその結果が身体化されていくと言える｡箱に入
ったテッシュベーパ-をつまんで ｢ひっはる｣のほ,何とも不思議な快感である｡ひっぼっ
た結果は,すぐに現われる｡しかし箱は,また元どおりに,つまんでひっぼることを待って
いる｡自分の横に山のようにひっはり出されたティッシュペーパーには日もくれず,次から
次といつまでも繰 り返しが続く｡これは,まだ這い這いをするくらいの0歳児の行動として
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見 うけられるもので,しばらくすると余りにも単純すぎて見向きもしなくなるが,これをヒ
ソトにひっぼるごとに違ったものが出てくるような箱を作ることができたら,年令層に関係
なくひっぼる活動として楽しめるであろう｡
｡布や紙をひっぼる｡
o糸やひもをひっぼる｡
o綱ひきの綱をひっぼる｡
oゴムをひっぼる｡
oエキスパンダーをひっぼる｡
oクラッカーのひもをひっはる｡
o釘抜きやのこぎりをひっぼる｡
｢ひっぼる｣という動作は,原初的には自らの手もとに引き寄せるという意を含んだもの
で,それは時には,お互いに ｢ひっぼり合う｣という状況で成 り立つ動作でもある｡一枚の
新聞紙も友達と互いに取 りあげれば,｢ひっぼる｣という動作として,その結果に期待を寄
せることになる｡紙であれば破れるという結果が待っているわけであるが,ひっぼることに
よって変形するものは,また別の興味を呼びさますであろう｡ひっぼり合うもの の代表 は
｢つなひき｣である｡両手でしっか りと綱を握って,足をふんばって,腰をおろして全身の
力をこめて ｢ひっぼる｣｡綱は, なあとびのロープであったり,くるくる巻いて筒にした紙
であってもよいであろう｡新聞紙でもこうすれば,簡単に破れはしない｡ゴムは,ひっぼ り
合いには使えないが,ひっばればのびるし離せば勢いよく元に戻る｡ゴムには不思議な力が
ある｡ひっぼれば,のびた分だけひっは り返す力が生れるのだ｡輪ゴムに紙切れをつけて,
ひっはって離せば,クルクル回りながら飛んでいく｡この単純な,ひっぼって離すだけの動
作でゴムは貴重な遊び道具になる｡ゴムを使えば,ひっはらずには遊べない｡そうした点で
は,輪ゴムから始まって長い平ゴムやバンド状の強いゴム等,多種類のゴムが,おもちゃ箱
に入っていてもよいだろう｡エキスパンダーやぜんまいも,ひっぼって離せば勢 い よ く戻
る｡しかし,ゴムの柔らかさや多様性は,何といっても幼児にもってこいだ｡ゴムを使った
簡単なおもちゃ作りと,その遊びはもっとたくさん考えられてよいだろう｡その他,日常の
遊びの場面でコマのひもをひっばったり,タコ揚げの糸をひっぱったり,コードやホースを
ひっぱったり,また,のこぎりや釘抜きや巻尺やペンチ等の道具類を使う時も力を込めて引
く動作 ｢ひっぼる｣を欠かすことはできない｡そして,それは,しっかり握ったり,つかめ
ないとできない｡たくさんの色々な物とのかかわりの中で,ひっぼり方もしなやかに,また
力強い動作として身についていかなくてほならないであろう｡
16 はる (掘る)
｢はる｣という動作は,指先や爪で物に穴をあけたり,窪みをつけたりすることから始ま
って,指や爪に替わる色々な物を道具として使いながら,対象の変化とかかわりあっていく
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動作である｡その変化は,次第に穴が大きくなった り,深くなったりとするのだが,視点を
変えると,反対に削り取られて小さくなった り,薄 くなったりしているわけである｡｢はる｣
ことは,取って無 くすることで,いらない余計な部分を取 り去ることによって,物の形を見
つけていく方法でもある｡また砂や土や雪や氷等の自然物を対象にしての遊びの場面では,
なにげなく繰り返される動作でもある｡それは ｢はる｣という動作が,山を作ったり,線を
引いたり,うめたり,集めたりという活動の中に必然的に組み込まれている動作であるから
である｡また,穴をあけるという動作は平面的なものを対象とすると ｢さす｣｢破く｣｢とお
す｣等の言葉で示されるが,立体的なものを対象とすると ｢はる｣という動作になるOこれ
は,｢はる｣という動作が本来的に立体的な "もの"を対象として取 り組む動作であるこ と
を示していよう｡
o指先でパンに穴をあける｡
o指先で壁に穴をあける｡
0両手で砂をはる｡
o雪をかためてスコップではる｡
o発泡スチロ-ルを指先ではる.
パンや葉物に穴をあけることから始まって ｢はる｣という動作で幼児が喜ぶのは,穴が向
こうにつき抜けて, トンネルができることである｡穴を通して見える向こうは,何故か違う
ように見えるのだ｡砂場遊びで盛んなのは,決って トンネルはりである｡しかしこれは,た
だ砂を ｢はる｣だけではなかなか成功しない｡砂が水を含んで湿っていなくてほ な らない
し,しっかり固めた山を作らなくてはだめだ｡慎重に少しずつ,はっては固めながら進まな
いとうまくいかない｡大きな山なら,あっちからも,こっちからもトンネルはりができる｡
どこかでだれかの手と握手ができたら,貫通だ｡ トンネルを通って,電車が走る｡ トンネル
を抜けたら鉄橋だ｡川をはろう,ダムを作ろう,池もはろう,水も流そうと砂場の活動は展
開するであろう｡砂場のこうした活動で大切なのは,腕まくりをして,素足になって,肌を
通して砂の感触を知っていくことであろう｡砂まみれになること,汚れることへの心配や嫌
悪感を取 り除いてやることが保育者の仕事でもある｡
｡スコップで土に穴をはる｡
o木の板をはる｡
o畑の芋をはる｡
o宝物をはる｡
｡化石をはる｡
畑や花壇の活動の中でも,この ｢はる｣動作は欠かせない｡芋はりは,そうした活動の中
では代表的なものである｡鰍ではったり,スコップではった り,手や指でほったりして大き
な芋をはり出すことができたら,大変な感激である｡1つほったら,また1つ｡次から次と
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はりたくてしかたがない｡はられた芋は宝物のようである｡｢はる｣ことは,土の中に埋っ
ている宝物を ｢はり出す｣ことで,芋はりの最中に不思議な色の石や動物に似た形の石が見
つかったりもする｡そうして平らなスべスべした石や丸い白い石が,いつまでもポケットに
入っている宝物になったりする｡また宝物は,いつでも土の中にあるわけではないから,衣
んなで宝物を埋めてから宝さがLをすることになったりする｡土や砂ばかりではなくて,冒
の中に埋めるのもおもしろいだろう｡こうして ｢はる｣ことは ｢埋める｣ことによって捉が
され ｢埋める｣ことはまた ｢はる｣ことによって捉されて,楽しい繰り返し活動が展開しそ
うである｡(前出 10. うめる の項参照)
17 はる (貼る ･張る)
｢はる｣という動作は,乳幼児からの身体動作の横能分化の上で決して偶発的に始まる動
作ではなく,具体的な指導によって初めて,身体化されていく動作である｡それは,紙や布
等の薄くて平らなものを対象とした指先の動作であるが,その平らなものと指だけのかかわ
りにおいて成 り立つ動作ではなく,｢糊｣という特殊な性質を持った材料を介在させること
によって,初めて,｢はる｣という動作として成 り立っていると言える｡ また ｢はる｣とい
う身体動作は複合的な動作で,はる紙を ｢切る｣｢ちぎる｣｢やぶく｣ことや,糊を ｢塗る｣
｢のばす｣｢つける｣ことや,はる紙を ｢おさえる｣｢こする｣こと等のいくつかの動作の連
続として考えることができよう｡これは,目的意識とその結果を充分に予測しながらの活動
として位置付けることができる｡ しかし,それはまた,｢はる｣ことが方法 ･手段として色
々の活動の補助的な役割を課せられる一因でもある｡
｡テープを切ってリングにして糊ではる｡
o色紙をちぎって糊ではる｡
｡セロテープで紙をつなげてはる｡
oシールをはる｡
｢はる｣という動作は特定の身体の動きはなく,色々な他の動作の複合 であ る｡それ故
｢破く｣｢きる｣｢つなげる｣｢ならべる｣等の他の動作と一体になって,互いに新しい変化
を生んで幼児の発想に働きかけ,更にその繰り返しを誘う動作としての意味があろう｡テー
プを切って, リングにして ｢はる｣という活動は,そうした意味では,最適なものである.
次第,次第に長くつながる変化に刺激されて,蛇が電車に,電車が川に変って糊ではる動作
は楽しく繰り返される｡糊を塗るのは指先で,糊材のぬるぬる,つるつるした,その感触を
通して,はりつくという感覚的な理解が必要である｡(前出 9. ぬる の項参照)また,
色紙をちぎって,糊ではってどんどんつなげて,この道どこまで続くかなという年少向けの
活動も同様であろうoここでは糊のほかにセロテ-プやガムテ-プを使ってもよいであろ
う｡ひっぼってつなげる吊り橋のような場合は,糊よりも接着力が強くて,活気に満ちた活
動が滞ることなく大きく拡がるかも知れない｡
佐藤 :考察 ｢絵画製作｣3
o和紙を切ってリンゴにはる｡ (張子を作る)
oダンボ-ル箱に色紙をはる｡ (ゴミ箱を作る)
｡いすに,すっぽり紙をはる｡
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紙をはるのに,紙と紙ではなくて,物に紙をはることも多い｡
張子作 りは,物の上に紙を幾重にも幾重にもはり重ねて,まさに ｢はる｣動作を主とした
活動であると言えよう｡張子を作るのには薄い紙でなくてはいけないし,それで適当な厚さ
まで,はり重ねていくことになると,日を置いて乾燥させながら,ひたすら ｢はる｣のみで
ある｡勿論,｢はる｣だけででき上るわけではなく,切ったり,色を塗ったりして,ようや
くでき上ることになる｡こうして,でき上ったものを飾ったり物入れとして使ったりするの
は,それなりの物の取扱いではあるが,思い切って転がしたり,つなげて吊るしたり,ひも
をつけて回したり等の動的な活動の遊具として使うことによって,もう一度,張子を作ろう
という繰り返し活動の展開は得られないであろうか｡
｢はる｣ことは,そこに何らかの目的意識があることは前にも述べたが,物 の上 に ｢は
る｣ことによって,その物を隠すことも,そうした目的のひとつであろう｡ダンボ-ルの味
気ない表面や目ざわりな広告は,別のお気に入りの紙をはって隠すことによって,新しいも
のとして生れ変ることになる｡ゴミ箱作りから始まって,ダンボ-ルとダンボ-ルを高く積
んではってビルにしたり,長くつなげてはって基地にしたりして,そのダンボ-ルに紙をは
ったり,色を塗ったり,線を引いたりと ｢はる｣ことから始まる活動も大きな展開を見るこ
とができるであろう｡(1985.1.10)
(次号に続く)
